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（1）天守閣復旧整備事業について 
  
 地質調査について 
  
   

１.地形 
・熊本城は、標高約20～50mの台地上に位置し、京町台地、坪井川、井芹川や扇状地に 
 囲まれている。 
 
2.地質 
・安山岩の基盤層上に凝灰角礫岩や比較的N値の低いAso-4を主体とする火山灰層が堆積して
おり、この堆積地盤上に大天守が築城されている。 
・小天守は造成された盛土上に築城されている（盛土の範囲は今後調査予定）。 
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図-1 地形図 

図-2 地質図 

 
3.調査予定 
・基礎地盤の物性と盛土の範囲を把握し、動的DEM解析に反映するために、ボーリング調査を行う。 
・調査箇所は、小天守内、小天守北側、天守閣前広場、平左衛門丸の4箇所を予定している。 

図-3 ボーリング調査位置図（平面図） 

図-4 ボーリング調査位置図（Ａ－Ａ断面図） 
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【出典：産業技術総合研究所・地質調査総合センター，地質図Navi】 

【出典：熊本城調査研究センター，平成27年度熊本城宇土櫓他2棟耐震基礎診断に伴う地質調査業務委託 報告書，H28.3】 
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資料4-1に修正図 



石垣変状について 
  
     １. 被災と修復履歴 
        (1)明治10年西南戦争時の被熱劣化箇所 
          （内壁は明治22年地震後に修復済み） 
        (2)明治22年熊本地震後の修復 
        (3)昭和31年度大天守石垣開鑿部の復旧 
        (4)昭和35年天守再建に伴う石垣修復 
        (5)平成28年熊本地震による被災 
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図-5 明治10西南戦争時の被熱劣化箇所 

H〇〇〇：石垣管理番号 
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     ２. 被災と修復履歴 
        (1)明治10年西南戦争時の被熱劣化 
        (2)明治22年熊本地震後の修復箇所 
        (3)昭和31年度大天守石垣開鑿部の復旧 
        (4)昭和35年天守再建に伴う石垣修復 
        (5)平成28年熊本地震による被災 
 

図-6 明治22年熊本地震後の修復箇所 

H〇〇〇：石垣管理番号 
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      ３. 被災と修復履歴 
        (1)明治10年西南戦争時の被熱劣化 
        (2)明治22年熊本地震後の修復 
        (3)昭和31年度大天守石垣開鑿部の復旧 
        (4)昭和35年天守再建に伴う石垣修復 
        (5)平成28年熊本地震による被災 
 

図-7 昭和31年と昭和35年の修復箇所 

H〇〇〇：石垣管理番号 
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      ４. 被災と修復履歴 
        (1)明治10年西南戦争時の被熱劣化 
        (2)明治22年熊本地震後の修復 
        (3)昭和31年度大天守石垣開鑿部の復旧 
        (4)昭和35年天守再建に伴う石垣修復 
        (5)平成28年熊本地震による被災 

図-8 平成28年熊本地震による被災箇所 
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H〇〇〇：石垣管理番号 
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 ５. 被災と修復履歴 
         
        総括 
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図-9 被災・修復履歴重ね図 

H〇〇〇：石垣管理番号 

【凡例】 
        ：明治10年西南戦争時の被熱劣化 
        ：明治22年熊本地震後の修復 
        ：昭和31年度大天守石垣開鑿部の復旧 
        ：昭和35年天守再建に伴う石垣増築 
        ：平成28年熊本地震による被災 

昭和35年天守閣再建に伴う石垣解体・積み
直し箇所 
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６．石垣の構造規模と修復履歴 
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